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研究成果の概要（和文）：新自由主義改革後の中南米では、政党システムが安定化する国と不安

定化する国に二分化する現象が生じている。それは、新自由主義改革の開始時期の違いによっ

て引き起こされた。安定化する国では、民政移管前に進められた新自由主義改革を批判する左

派が、民政移管推進勢力の一部として地歩を固め、民政移管後に穏健左派として政党システム

の一角を占めた。これに対し、不安定化した国では、民政移管後ないし長期にわたる二大政党

制の政党政治が新自由主義改革を推進した。同改革が一段落し、それに対する不満や批判が拡

大し始めた時、その受け皿となる左派政党は存在しなかった。 
 
研究成果の概要（英文）：In the post-neoliberal Latin America, while in some countries the 
party system has been more unstable, in others it has become stable. The different timing 
of starting neoliberal reforms made this difference. In the stabilizing cases, neoliberal 
reforms were put in practice before the transition to democracy, and the left forces, 
critical of neoliberal reforms, expanded their presence in political arena as part of 
the driving forces for the transition to democracy, becoming one of the supports of the 
party system after the democratization. On the other hand, in destabilizing cases, party 
politics were the mainstay of neoliberal reforms after transition to democracy or in a 
traditional bipartisan system. Once these reforms reached certain level of advance and 
when the criticism against the neoliberalism gained more popular support, in the party 
system there existed no leftist parties which could have attracted those opposed to 
neoliberalism. 
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１．研究開始当初の背景 

中南米の先発工業化国（アルゼンチン、ブ
ラジル、チリ、メキシコ、ウルグアイ）と後
発国の代表、アンデス諸国（ボリビア、コロ

ンビア、エクアドル、ペルー、ベネズエラ）
の 下 院 選 挙 の 選 挙 変 易 率 (electoral 
volatility)の平均をみると、後者の場合、
民主化開始後の 1980 年代前半から 90年代半
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ばまでが 44.5、90 年代半ばから現在までが
40.2 で、大きく変わっていない。これに対し、
先発諸国では、近年、先進国並みの水準に低
下している（36.0→17.1）。 
  以上の事実は、先行研究の再検討を迫る。
これまで、民主化後、中南米の政党は、様々
な困難をまえに、機能低下し脆弱化したと分
析されてきた。まず、民主化の引き金となっ
た、それまでの国家主導型発展モデルの破綻
による経済の不安定化に直面した。次に、国
家社会システムの大転換が起きた。それは、
経済安定化のために導入された新自由主義
による市場経済化を主因とし、グローバル化
や地域統合、国内の分権化が加速的に進行し
たことも誘因となった。 
そうした状況を背景に、1980 年代から 90

年代には、既存の政党や組合などの中間組織
が脆弱化し各国の政治が不安定化した（前表
の選挙変易率）。とりわけ政党の弱体化は政
治的な影響が大きく、民主政治の枠組みが動
揺する事例も増加した。90年代終わりからは、
新自由主義に批判的な左派勢力が台頭し、現
在、それが主流となるポスト新自由主義期を
迎えている。 
 
２．研究の目的 
そうしたなか、近年、先行研究の分析から逸
脱する、政党システムの安定化の事例が見ら
れる。その原因は何か。民主化後に政党の再
編や刷新が起きたのか。それは、どのような
条件や過程で起きたのか。あるいは、工業化
の先発性に伴う階層的亀裂構造など、民主化
以前の歴史的、構造的要因が関係しているの
か。または両者が複合して生じたのか。ない
しは、他に根本的な原因があるのか。 
 以上の疑問に答えるため、本研究は中南米
諸国に関し次の 3点からなる調査研究を実施
した。 
(1) 歴史的経緯や構造的条件との関連も含
め動態分析を行い、90 年代半ば以降の安定化
ないし不安定性の継続の要因と背景、今後の
展望を各国ごとに明らかにする。 
(2) 政党システムの変容と現状の原因や背
景、構造的条件などについて、事例間の共通
性と相違点を検証する。 
(3) 他地域との比較を行い、中南米を事例と
する本研究の調査研究結果、ならびにその比
較分析枠組みを検証する。 
 
３．研究の方法 
 本研究の研究期間は 3年間で、次の 3つの
段階からなっていた。 
(1) 初年度が研究の第一段階で、その柱は、
歴史的経緯や構造的条件との関連も含め、
1970 年代末からの民主化と市場経済化以降
の政党システムの変容と現状を動態的に分
析することである。90 年代半ば以降の政党シ

ステムの安定化ないし不安定性の継続の要
因と背景、今後の展望を各国ごとに明らかに
した。 
(2) 次年度が研究の第二段階で、共通した枠
組みを用い、先発諸国の間、後発諸国の間、
また先発諸国と後発国との間の比較研究を
実施した。目的は、政党システムの変容と現
状の原因や背景、また構造的、歴史的な条件
などについて、共通性と相違点を検証するこ
とである。特に、安定性の相違の背景や条件、
過程を立体的に究明するため、先発諸国と後
発諸国の間の比較に重点を置いた。同時に、
比較枠組分析の汎用性を高めるよう検証を
くわえた。 
(3) 最終年度が研究の最終段階で、他地域と
の予備的な比較による理論化の方向性を考
察した。中南米に関する研究成果と分析枠組
みの完成を確認した。そして、他地域との比
較研究を行い、調査研究の結果と比較分析枠
組みの一般化の方向性を探求した。 
 
４．研究成果 
 民政移管後の民主政治を担った政党が衰
退し政党システムが不安定となった場合で
も、新自由主義改革が関わっていない場合が
ある。具体的には、ペルーとベネズエラがこ
れに当たる。両国の主要政党が衰退した原因
は、程度の違いはあれ、国家中心型マトリク
スの限界による経済や社会の不安定化にあ
った。その後、主要政党とは無関係の「アウ
トサイダー」が政権に就き、政策を遂行する
中で主要政党が力を失い政党システムが崩
壊した。ただ、経済路線は正反対であった。
ペルーでは新自由主義改革が強力に推進さ
れたのに対し、ベネズエラでは新自由主義改
革に対する批判が優越した。 
 新自由主義改革の帰結として民政移管後
の政党システムが動揺したことが明確であ
るのは、ボリビア、アルゼンチン、エクアド
ル、コロンビアである。ボリビアは政党間の
連合政治によって、アルゼンチンはペロニス
タ党政権によって、新自由主義改革が進めら
れ、その成果により多くの国民はこれを当初
は支持した。しかし、貧困や格差などのミク
ロ的、構造的な問題が改めて認識され、1990
年代終わりの国際的な危機もあり、民政移管
後の主要政党は国民の支持を失った。エクア
ドルは、社会の不安定化が深刻でなかったこ
とから新自由主義改革の推進は遅れて始ま
ったが、ボリビアのように連合政治で進めら
れた。その後、新自由主義改革を進めた政党
政治に対する批判が起こり、それを支えた政
党は衰退した。コロンビアでも、伝統的な二
大政党制の下で徐々に新自由主義改革が進
められ、1990 年代終わりにはその二大政党制
が崩れた。 
 他方、ブラジル、チリ、メキシコ、ウルグ



 

 

アイの 4ヶ国は、新自由主義改革の進展過程
を経ても安定化傾向を示してきた。ウルグア
イでは、新自由主義改革推進の中心となった
コロラド党の力が衰えたものの、その代わり
に、議会で着実に勢力を伸ばし政権に就いた
左派の拡大戦線が二大政党制の一翼となっ
て、政党システムの安定化傾向の基調を崩さ
なかった。ペルーなどとともに制度化してい
ない政党システムであったブラジルでも、新
自由主義改革を進める過程で、議会を舞台に、
右派から中道左派までの推進派勢力と、徐々
に勢力を拡大してきた労働者党を中心とす
る批判派の、二大勢力化が起こり、安定化し
てきた。また、チリとメキシコでは、新自由
主義改革を実施した非民主的な政治支配（前
者は軍事政権、後者は権威主義体制）の下で
勢力を伸ばした連合組織や政党が定着した。 
 ブラジルとウルグアイの展開に関しては、
民政移管後、低所得者層を代表する政党が現
れ、左右の軸で政党間関係が単純化し、両勢
力の間で新自由主義改革が徐々に進められ、
その不満を梃子に現れた左派も穏健となっ
た、と整理することができる。別の言い方を
すれば、新自由主義という争点を軸として、
政党システムの制度化が進んだのである。 
 この制度化で重要なのは、新自由主義改革
が進められる過程において、それに批判的な
人々の受け皿となり、かつ議会で徐々に勢力
を伸ばすか継続的に一定の勢力を保持でき
る能力を持つ左派政党の存在である。チリと
メキシコでも、受け皿となる連合や政党の継
続的な存在が観察された。 
 これは、不安定化した諸国の例と比較する
と明らかとなる。ブラジルと同じように連合
政治の下で新自由主義改革が進んだボリビ
アとエクアドルの例では、先住民運動など社
会運動としては批判が表出されたが、議会で
一定の勢力を誇示できる存在となるには時
差が伴った。「アウトサイダー」の下で新自
由主義改革が行われたペルーや、二大政党や
二大政党と関係した人物の下で同改革が進
められたコロンビア、ベネズエラでも、そう
した左派政党の存在はなかった。ペロニスタ
党が主な推進主体だったアルゼンチンでも、
継続的なプレゼンスを有する、不満や批判の
受け皿となる政党勢力は誕生しなかった。 
これは、新自由主義改革を推進した政党や勢
力、人物の政治的力がそれだけ大きかったこ
とを意味する。他方、それは、新自由主義へ
の強い反発を生む土壌ともなった。安定化傾
向の 4 ヶ国と比べて、不安定化した国では、
より短期間で新自由主義批判勢力が伸張し、
急進化の例も見られた。 
 別の観点からすれば、次のように言える。
超高率インフレ対策など経済安定化のため
に新自由主義改革が必要だった時期には、そ
れを推進する勢力の存在で十分であった。そ

の目的が達成され、新自由主義改革の負の面
が強く認識されるようになる次の段階で、同
改革への不満や批判を吸収し表出できる政
党が存在する、ないしは次第に勢力を拡大す
る、という条件が満たされるか否かが、政党
システムの安定化と不安定性の分かれ目と
なった。 
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